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県民と県議会との意見交換会

「あなたのそばで県議会」を開催

鹿
児
島
県
議
会
議
長　

池
畑
　
憲
一

平
成
27
年
を
振
り
返
っ
て

　
今
年
は
、4
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
、県
議
会
で
は
新
た
な
4
年
の
任
期
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
新
し
く
議
員
に
な
っ
た
13
名
を
含
む
51
名
の
全
議
員
が
、
新
た
な
気
持
ち
で

県
民
を
取
り
巻
く
県
政
の
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
県
民
と
県
議
会
と
の
意
見
交
換
会
「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議
会
」
に
つ
い
て
も
２
巡
目
に

入
り
、
今
年
も
2
地
域
で
開
催
し
、
多
く
の
県
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

伺
っ
た
意
見
は
、
県
政
や
県
議
会
で
の
議
論
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
今
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
口
永
良
部
島
新
岳
の
噴
火
や
桜
島
の
噴

火
警
戒
レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
や
地
方
創
生
な
ど
へ
の
対
応
、
知
事
へ
の
政
策
提

言
な
ど
、
県
議
会
は
積
極
的
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
県
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
県
議
会
を
も
っ
と
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
な
が
ら
、
二
元
代
表
制

の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
県
民
の
皆
様
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
平
成
28
年

も
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

南さつま市会場（11月）

知
事
へ
政
策
提
言

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の

　
　
　
　

ロ
コ
モ
予
防
の
推
進
」

本会議場でロコトレを実施（12月）※２面参照

政策提言の主な内容

(1) 県民への意識啓発
・ロコモ予防のための運動や食生活等に関する情報・知識
　の一層の普及啓発　など

(2) ロコモ予防の推進
・健康診断等におけるロコチェックの積極的な普及・促進
・各年齢層に応じた取組の推進　など

・市町村が行うロコモ予防の取組に係る施策や人材育成等
　の支援の実施　など

(3)ロコモ予防推進に向けた環境及び態勢の整備

ロコモ（ロコモティブシンドローム）とは、
関節・筋肉などの障害により、立ったり、歩
いたりする機能が低下した状態をいいます。

ロコモ
ってなに？

曽於市会場（８月）

　県議会では、４月、新しい４年の
任期がスタートしました。
　地域の諸課題等について県民と県
議会で意見交換を行う「あなたのそ
ばで県議会」を曽於市と南さつま市
で開催するとともに、口永良部島新
岳の噴火やＴＰＰ協定への対応、知
事への政策提言など、積極的な活動
を展開しました。
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鹿
児
島
市
皷
川
町
内
法
面
崩
壊
現
場

を
視
察
（
10
月
）

　
10
月
１
日
、
鹿
児
島
市
皷
川
町
内
の
急
傾
斜

地
崩
壊
危
険
区
域
内
で
発
生
し
た
法
面
崩
壊
現

場
を
視
察
し
、
翌
２
日
に
は
委
員
会
を
開
き
、

視
察
の
結
果
を
基
に
、
県
の
対
応
状
況
や
今
後

の
復
旧
に
向
け
た
計
画
等
に
つ
い
て
県
の
考
え

を
質
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
４
回
定
例
会
で
は
恒
久
的
対
策
工

事
に
関
す
る
請
願
を
採
択
し
ま
し
た
。

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
ロ
コ
モ
予

防
の
推
進
」
に
つ
い
て
政
策
提
言
（
10
月
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
の
大
筋
合
意
に
対

す
る
意
見
書
を
可
決
（
10
月
）

　
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

協
定
交
渉
の
大
筋
合
意
を
受
け
、
産
業
経
済
委

員
会
で
参
考
人
招
致
を
行
い
、
本
県
経
済
に
与

え
る
影
響
等
に
つ
い
て
審
議
す
る
と
と
も
に
、

合
意
内
容
の
情
報
提
供
と
農
業
や
関
連
産
業
に

与
え
る
影
響
の
速
や
か
な
公
表
、
米
、
さ
と
う

き
び
、
畜
産
物
等
の
関
税
撤
廃
の
除
外
措
置
確

保
を
最
優
先
と
し
た
国
会
決
議
を
遵
守
し
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
か
、
国
会
で
審
議
を
十
分
に

尽
く
す
こ
と
等
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決
し
、

国
に
要
請
し
ま
し
た
。

産業経済委員会における参考人招致（10月）

災
害
対
策
協
議
会
（
６
月
）、
桜
島

火
山
対
策
協
議
会
（
８
月
）
を
開
催

　
口
永
良
部
島
の
噴
火
災
害
や
、
桜
島
の
噴
火

警
戒
レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
等
を
受
け
、
６
月
２

日
に
は
災
害
対
策
協
議
会
を
、
８
月
18
日
に
は

桜
島
火
山
対
策
協
議
会
を
開
催
し
、
情
報
収
集

や
対
応
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
口
永
良
部
島
の
噴
火
災
害
に
関
し
、

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
島
民
の
避
難
生
活

へ
の
支
援
策
の
強
化
と
帰
島
後
に
お
け
る
復

旧
・
復
興
対
策
の
充
実
な
ど
を
求
め
る
意
見
書

を
可
決
し
、
国
に
要
請
し
ま
し
た
。

法面崩壊現場を視察（10月）

こ の １ 年 を 振 り 返 っ て

口永良部島民への支援について協議（６月）

ＴＰＰに関する意見書を国に提出（10月）

奄
美
・
琉
球
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
の

早
期
実
現
に
向
け
意
見
書
を
可
決（
12
月
）

　
12
月
２
日
、
奄
美
・
琉
球
の
平
成
30
年
の

世
界
自
然
遺
産
登
録
の
実
現
に
向
け
、
必
要

と
な
る
財
源
確
保
等
を
求
め
る
意
見
書
を
可

決
し
、
国
に
要
請
し
ま
し
た
。

政策立案推進検討委員会における調査・検討

　ロコモが進行すると、寝たきりになる可能
性が高くなることから、健康な老後を過ごす
ためには、若い頃からロコモ予防に取り組む
ことが重要です！

　
政
策
立
案
推
進
検
討
委
員
会
の
検
討
結
果
を

踏
ま
え
、
10
月
9
日
、
知
事
に
対
し
、
政
策
提

言
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
寝
た
き
り
な
ど
の

要
介
護
状
態
と
な
る
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
ロ
コ

モ
予
防
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
持
続

的
な
社
会
保
障
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
も
有

効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
推
進
が
、
県
政
に

お
い
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
、
県
議

会
と
し
て
提
言
し
た
も
の
で
す
。

口永良部島の噴火災害に関する意見書を
国に提出（７月）

あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議
会
を
開
催

（
８
月
、
11
月
）

　
８
月
２
日
に
曽
於
市
大
隅
中
央
公
民
館
、
11

月
22
日
に
南
さ
つ
ま
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
か
せ
だ
で
「
あ
な
た
の
そ
ば
で

県
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
（
表
紙
写
真
参
照
）。

　
曽
於
市
会
場
で
は
約
２
５
０
人
、
南
さ
つ
ま

市
会
場
で
は
約
１
１
０
人
の
地
域
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
大
隅
に
お
け
る
観
光
開
発
や

県
立
薩
南
病
院
の
移
転
・
改
築
問
題
な
ど
、
地

域
の
方
々
か
ら
出
さ
れ
た
様
々
な
地
域
課
題
や

振
興
策
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

人
口
減
少
克
服
・
地
方
創
生
に
向
け
て

勉
強
会
を
開
催
（
９
月
）

　
９
月
29
日
、
内
閣
府
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
地
方
創
生
総
括
官
の
山
崎
史

郎
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
人
口
減
少
克
服
・
地

方
創
生
に
向
け
て
」
と
い
う
演
題
で
勉
強
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
自
治
体
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の
策
定
の
参
考
に
す
る

た
め
、
県
議
会
議
員
の
ほ
か
、
県
内
市
町
村
の

首
長
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、
質
疑
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

人口減少を想定した「総合戦略」の策定に
ついての講演（９月）

ロ
コ
モ
を
防
ぐ
運
動
「
ロ
コ
ト
レ
」

バ
ラ
ン
ス
能
力
を

つ
け
る「
片
脚
立
ち
」

※
ロ
コ
モ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
推
進
協
議
会
の

許
可
を
得
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

奄美・琉球の世界自然遺産登録に
関する意見書を国に提出（12月）

肩幅より少し広めに
足を広げて立ちます。
つま先は30度くらい
開きます。

１

▲

膝がつま先より前に出ない
ように、また膝が足の人差し
指の方向に向くように注意
して、おしりを後ろに引く
ように身体をしずめます。

２

床につかない程度に、
片脚を上げます。

転倒しないように必ず
つかまるものがある場
所で行いましょう。

下
肢
筋
力
を
つ
け
る

「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」

30度ずつ開く

つま先は
30度ずつ開く

膝が出ない
ように注意
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　各常任委員会は、それぞれ所管事項につい

て県内各地の行政視察を実施し、審査又は調

査の参考としています。県内を巡って（常任委員会行政視察）

口永良部島の火山防災対策について
意見交換（屋久島町・11月）

鹿児島市立病院の屋上ヘリポート
（鹿児島市・８月）

総

務

委

員

会

産
業
経
済
委
員
会

企
画
建
設
委
員
会

文
教
警
察
委
員
会

環
境
厚
生
委
員
会

地域住民手づくりの自然観光公園
（柳山アグリランド）（薩摩川内市・５月）

○
危
機
管
理
・
火
山
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
熊
毛
地
区
消
防
組
合
で
は
地
域
の
防
災

対
策
等
に
つ
い
て
、
霧
島
市
役
所
や
屋
久

島
町
役
場
で
は
火
山
の
防
災
対
策
等
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

○
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

　
地
域
高
規
格
道
路
で
あ
る
北
薩
横
断
道

路
や
一
般
県
道
等
道
路
の
整
備
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

○
商
工
業
・
水
産
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
龍
郷
町
の
化
粧
品
製
造
会
社
や
出
水
市

の
酒
造
会
社
な
ど
、
特
徴
的
な
取
組
を
行

う
企
業
を
視
察
し
ま
し
た
。

  

ま
た
、
い
ち
き
串
木
野
市
の
４
漁
業
協

同
組
合
の
方
々
と
沿
岸
漁
業
の
振
興
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
農
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
環
境
保
全
型
農
業
に
取
り
組
む
宇
検
村

の
マ
ン
ゴ
ー
農
家
や
志
布
志
市
の
茶
農
家

の
方
々
と
生
産
・
流
通
の
現
状
・
課
題
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○�

県
土
の
保
全
・
生
活
環
境
の
整
備
等
に
つ
い
て

　
砂
防
事
業
、
河
川
改
修
事
業
等
の
現
地

を
視
察
し
た
ほ
か
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
、
小
水
力
発
電
所
等
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

○
教
育
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
学
校
や
関
連
施
設
を
訪
問
し
、
専
門
高

校
の
活
性
化
の
取
組
や
特
別
支
援
教
育
な

ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

  

ま
た
、
今
年
度
開
校
し
た
楠
隼
中
学
校
・

高
等
学
校
で
は
、
地
元
の
学
校
支
援
団
体

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
警
察
行
政
に
つ
い
て

　
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
の
概
況
等
を

調
査
し
、
警
察
犬
の
訓
練
状
況
を
視
察
し

た
ほ
か
、
種
子
島
警
察
署
で
は
、
地
域
安

全
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

○
保
健
・
医
療
・
福
祉
対
策
に
つ
い
て

　
鹿
児
島
市
立
病
院
等
を
訪
問
し
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
や
地
域
の
医
療
・
福
祉

の
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

○
環
境
対
策
に
つ
い
て

　
甑
島
国
定
公
園
や
奄
美
群
島
の
世
界
自

然
遺
産
登
録
候
補
地
等
を
視
察
し
、
環
境

保
全
の
取
組
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
や
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
林
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
県
産
材
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
大

型
木
材
加
工
施
設
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

亜熱帯の森を堪能できる金作原原生林
（奄美市・11月）

真剣な眼差しで授業に臨む楠隼中学生
（肝付町・９月）

犯罪捜査や行方不明者捜索で活躍する
警察犬（鹿児島市・11月）

手篭川からの水を利用した重久発電所
（霧島市・11月）

整備中の北薩横断道路（北薩トンネル）
（さつま町・５月）

天敵を利用した病害虫防除に取り組む
マンゴー農家（宇検村・５月）

オーダーメードの焼酎づくりに取り組む
酒造会社（出水市・11月）

○
共
生
・
協
働
の
取
組
に
つ
い
て

　
地
域
に
お
い
て
積
極
的
に
活
動
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
を
訪
問
し
、
設
立

趣
旨
や
こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、
地
域
活
性
化
策

や
法
人
の
運
営
上
の
課
題
等
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
地
域
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
各
種
団
体
を
訪
問
し
、
活
動
内
容
の

説
明
を
受
け
た
後
、
課
題
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

５
月　

北
薩
地
区

７
月　

姶
良
・
鹿
児
島
地
区

11
月　

熊
毛
地
区

５
月　

奄
美
地
区

７
月　

大
隅
地
区

11
月　

北
薩
・
鹿
児
島
地
区

５
月　

北
薩
地
区

７
月　

奄
美
地
区

11
月　

姶
良
・
伊
佐
・
鹿
児
島
地
区

５
月　

熊
毛
地
区

９
月　

大
隅
・
鹿
児
島
地
区

11
月　

北
薩
・
鹿
児
島
地
区

５
月　

姶
良
地
区

８
月　

北
薩
・
鹿
児
島
地
区

11
月　

奄
美
地
区
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こ
の
印
刷
物
は
、
環
境
に
優
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

議
会
傍
聴
・
庁
舎
見
学

　
本
会
議
や
委
員
会
は
、
ど
な
た
で
も

傍
聴
で
き
ま
す
。
議
会
庁
舎
受
付
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
傍
聴
席
に
は
、
補
聴
設
備
や
車
い
す

用
の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
傍
聴
日
の
５
日
前
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
議
会
庁
舎
を
見
学
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

森
林
・
林
業
活
性
化
促
進

議
員
連
盟

　
県
民
の
負
託
に
応
え
う
る
森
林
づ
く

り
と
林
業
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
の

各
種
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
は
、
九
州
の
林
業
関
係
者
約

１
０
０
０
人
が
一
堂
に
会
し
、
森
林
・

林
業
・
林
産
業
と
山
村
地
域
の
振
興
を

図
る
た
め
、「
森
林
・
林
業
・
林
産
業

活
性
化
九
州
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

定例会を振り返る

口永良部島新岳の噴火災害対策に
関する意見書等を可決

平成27年第２回定例会

〈主な論議〉川内原子力発電所の再稼働、スー
パーアリーナ構想、志布志事件、地方創生、
子ども・子育て支援など

〈
会
期
〉
６
月
８
日
か
ら
６
月
26
日
ま
で
の
19
日
間

〈
代
表
質
問
〉
自
民
党
県
議
団
　
瀬
戸
口
三
郎
議
員

　
　
　
　
　
　

県
民
連
合
　
　
　
柳
　
誠
子
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
鹿
児
島
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の

件
な
ど
13
件
の
議
案
を
可
決
、
承
認
、
同
意
又
は
答
申

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
19
件
を
審
議

〈
意
見
書
〉
口
永
良
部
島
新
岳
の
噴
火
災
害
対
策
に
関
す
る
意
見

書
な
ど
、
３
件
を
可
決

〈
委
員
会
の
審
査
状
況
等
〉

・
常
任
委
員
会
は
退
職
手
当
の
返
納
処
分
の
審
査
請
求
に
関
す
る

　
諮
問
に
つ
い
て
の
審
査
等

・
地
方
創
生
総
合
戦
略
等
特
別
委
員
会
は
本
県
に
お
け
る
地
方
創

　
生
の
状
況
等
に
つ
い
て
の
調
査

・
海
外
経
済
交
流
促
進
等
特
別
委
員
会
は
調
査
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　
委
員
間
で
協
議

平成27年第４回定例会

奄美・琉球の世界自然遺産登録の早期実現に
向けた取組の推進を求める意見書等を可決
〈主な論議〉知事の政治姿勢、平成２８年度
当初予算編成方針、ＴＰＰ協定交渉、ミカン
コミバエの防除対策など

〈
会
期
〉
11
月
27
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
22
日
間

〈
代
表
質
問
〉
自
民
党
県
議
団
　
井
上
章
三
議
員

　
　
　
　
　 

県
民
連
合
　
　
　
桃
木
野
幸
一
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
41
件
の
議

案
を
可
決
、
認
定
又
は
同
意

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
33
件
、
継
続
19
件
を
審
議
、
10
件
を
採
択

〈
意
見
書
〉
奄
美
・
琉
球
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
早
期
実
現

に
向
け
た
取
組
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
、
３
件
を
可
決

〈
委
員
会
の
審
査
状
況
等
〉

・
常
任
委
員
会
は
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
緊
急
防
除
に
つ
い

　
て
の
審
査
・
調
査
等

・
地
方
創
生
総
合
戦
略
等
特
別
委
員
会
は
鹿
児
島
県
ま
ち
・

　
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
仮
称
）
素
案
等
に
つ

　
い
て
の
調
査

・
海
外
経
済
交
流
促
進
等
特
別
委
員
会
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

　
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、
貿
易
の
促
進
等

　
に
つ
い
て
の
調
査

特
別
委
員
会
の
活
動
状
況

地
方
創
生
総
合
戦
略
等
特
別

委
員
会

　
国
と
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
を

進
め
て
い
る
地
方
創
生
に
関
し
、〝
鹿
児

島
県
版
〟
総
合
戦
略
に
つ
い
て
、
必
要

な
提
言
を
行
う
た
め
に
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
第
４
回
定
例
会
で
は
、
委
員
会
と
し

て
の
提
言
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

“鹿児島県版”総合戦略について調査

観
光
産
業
議
員
連
盟

　
観
光
関
係
諸
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
県
議
会
と
し
て
積
極
的
な
施
策

を
講
ず
る
た
め
の
各
種
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
9
月
に
は
、
観
光
業
界
や
行
政
関
係

者
と
の
合
同
研
修
会
を
開
催
し
、
本
県

観
光
の
動
向
や
振
興
策
、
諸
問
題
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。森林・林業・林産業の活性化を目指して

大会決議を採択（10月）
観光業界や行政関係者との
合同研修会（9月）

議
員
連
盟
の
活
動
状
況

海
外
経
済
交
流
促
進
等
特
別

委
員
会

　
海
外
経
済
交
流
を
促
進
す
る
施
策
等

に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
本

貿
易
振
興
会
や
自
治
体
国
際
化
協
会
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
開
発
区

等
を
訪
れ
、
貿
易
振
興
や
観
光
交
流
等

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

貿易振興について調査（マレーシア・11月）

　
県
議
会
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
は
も

と
よ
り
、
鹿
児
島
県
議
会
議
員
政
治
倫

理
要
綱
を
定
め
、
県
内
全
域
に
お
い

て
次
の
こ
と
を
遵
守
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
（
自
筆
に
よ
る
答
礼
の
年
賀
状

や
親
族
等
へ
の
祝
儀
等
例
外
が
あ
り
ま

す
。）。

○
地
域
の
行
事
や
冠
婚
葬
祭
等
に
、
電

報
等
を
贈
ら
な
い
。

○
新
聞
等
へ
の
賛
助
広
告
や
年
賀
状
、

挨
拶
状
等
を
出
さ
な
い
。

○
中
元
、
歳
暮
、
餞
別
等
の
提
供
・
収

受
を
し
な
い
。
　
な
ど

虚
礼
廃
止
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
！

請
願
・
陳
情
の
提
出

　
県
政
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
の
あ
る

方
は
、
ど
な
た
で
も
県
議
会
に
請
願
・

陳
情
書
を
提
出
で
き
ま
す
。
請
願
書
の

提
出
に
は
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　
請
願
・
陳
情
書
の
趣
旨
は
、
お
お
む

ね
１
５
０
０
字
以
内
で
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

　
議
会
開
会
日
の
２
日
前
ま
で
に
提
出

さ
れ
た
請
願
・
陳
情
書
が
そ
の
定
例
会

の
審
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

︿
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

　
議
会
事
務
局
議
事
課

　
　
☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
３
３

︿
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

　【
議
会
傍
聴
】
議
会
事
務
局
議
事
課

　
　
☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
３
３

　【
庁
舎
見
学
】
議
会
事
務
局
総
務
課

　
　
☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
１
３

屋久島町立金岳小学校
（口永良部島）の皆さん

ホームページアドレス http://www.pref.kagoshima.jp/gikai/
携帯電話用ホームページアドレス
http://www.pref.kagoshima.jp/mobile/鹿児島県議会

＜お問い合わせ先＞議会事務局政務調査課（☎099‒286‒5043）

県議会のホームページをご覧ください
　ホームページでは、本会議・予算特別委員会の生中継、録画配信をしています。また、会期日程、
請願・陳情の手続、議員紹介、会議録検索、広報テレビ番組の放送日時などを掲載しています。

平成27年度鹿児島県一般会計補正予算
可決

〈主な論議〉災害対策、川内原子力発電所の再
稼働、地方創生、スーパーアリーナ構想など

〈
会
期
〉
９
月
14
日
か
ら
10
月
９
日
ま
で
の
26
日
間

〈
代
表
質
問
〉
自
民
党
県
議
団
　
吉
留
厚
宏
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

藤
﨑
　
剛
議
員

　
　
　
　
　 

県
民
連
合
　
　
　
ふ
く
し
山
ノ
ブ
ス
ケ
議
員

　
　
　
　
　 

公
明
党
県
議
団
　
成
尾
信
春
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
17
件
の
議
案

を
可
決
、
承
認
又
は
同
意
。
決
算
認
定
議
案
３
件
を
継
続
審
査

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
27
件
、
継
続
11
件
を
審
議
、
４
件
を
採
択

〈
意
見
書
〉
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
の
大
筋
合
意
に
対
す
る
意
見
書
な

ど
、
３
件
を
可
決

〈
委
員
会
の
審
査
状
況
等
〉

・
常
任
委
員
会
は
鹿
児
島
市
皷
川
町
の
法
面
崩
壊
に
つ
い
て
の
調

　
査
等

・
地
方
創
生
総
合
戦
略
等
特
別
委
員
会
は
鹿
児
島
県
ま
ち
・
ひ
と
・

　
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
仮
称
）
骨
子
案
等
に
つ
い
て
の
調
査

・
海
外
経
済
交
流
促
進
等
特
別
委
員
会
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の

　
貿
易
、
観
光
客
誘
客
、
人
的
交
流
の
促
進
等
に
つ
い
て
の
調
査

平成27年第３回定例会


